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１ 調査の概要 

 

1-1 調査の目的 

近年、人口減少・少子高齢化が進むなど、幅広い分野で人手不足が深刻化していることなどから、

道においては、「北海道雇用創出基本条例」及び「第２期北海道雇用・人材対策基本計画」に基づき、

「多様な方々の労働参加」、「安心して働ける環境づくり」及び「地域を支える産業の活性化」に多面

的に取り組み、働く方々にとって魅力ある良質で安定的な雇用の実現を進めています。 

こうした取組を地域の実情に即して一層効果的に進めるため、各市町村の雇用・人材対策の課題や

取組状況等を把握し、今後の施策検討に活用することを目的として、本アンケート調査を実施しまし

た。 

 

1-2 調査対象 

   道内 179全市町村 

 

1-3 調査期間 

   令和７（2025）年７月 24日～令和７（2025）年９月１日 

 

1-4 調査方法 

   北海道電子自治体共同システム（HARP）によるアンケート調査 

 

1-5 回答状況 

   回答数 162市町村 

   回答率 90.5％ 

 

＜調査結果ポイント＞ 

□雇用・人材対策の位置づけ（P2） 

 ・95％が「重要」な課題 

□雇用創出の状況（P3） 

 ・雇用の場はあるが、「人手不足」、「ミスマッチ」が合わせて 67％ 

□良質で安定的な雇用の状況（P4） 

 ・「良質で安定的な雇用」の創出が「重要」、「非常に重要」が合わせて 50％ 

□雇用・人材関連の課題（P5） 

 ・「若年層の市町村内就職の促進」、「人材の誘致(UIJ ターン・移住促進・外国人材の誘致や定着)」、「求

人・求職のマッチング」、「事業者の経営力・付加価値向上・創業促進・事業承継の円滑化」が上位 
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２ 調査結果 

問１ 貴市町村における行政課題のうち、雇用・人材対策はどのような位置づけにありますか。 

 

「重要課題として位置づけている」が 25％、「重要ではあるが、他の多くの課題のうちの一つとし

て位置づけている」が 70％となった。 

 

 

   ※端数処理の関係上、合計が 100％にならない場合があります。（以下のグラフにおいても同様） 

 

＜「その他」の内容＞ 

・市としては最重要課題として位置づけている。 

 

  

① 25%

② 70%

③ 5%

④ 1%

（n=162）

①■重要課題である 

 

②■重要であるが、他の多くの課題のうちの一

つである 

 

③■重要課題ではない 

 

④■その他 
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問２ 貴市町村における雇用創出の状況（雇用の場（数・機会））についてお答えください。 

 

「雇用の場はあるが、求職者が少なく人手不足傾向にある」が 42％、「雇用の場はあるが、分野や

年齢層等により求人・求職のミスマッチにある」が 25％、「雇用の場も人材も不足している」が 24％

となった。 

＜「その他」の内容＞

・業種によって需給のバランスが異なっており、全体的には人手不足が問題となっている。また、

夏季の人材不足が顕著。 

  

① 1%

② 42%

③ 25%

④ 3%

⑤ 24%

⑥ 4%

⑦ 1%

（n=162）

①■雇用の場はあり、求職者とのバランス

も取れている 

 

②■雇用の場はあるが、求職者が少なく人

手不足傾向にある 

 

③■雇用の場はあるが、分野や年齢層等に

より求人・求職のミスマッチがある 

 

④■求職者はいるが、雇用の場が限られて

おり、就業が困難な状況にある 

 

⑤■雇用の場も人材も不足している 

 

⑥■わからない／評価できない 

 

⑦■その他 
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問３ 貴市町村において、「良質で安定的な雇用（※）」を創出していくことに対してどのような認

識ですか。 

（※）正規雇用、適正な待遇、多様で柔軟な働き方が可能、ワークライフバランスが確保されている等 

 

「創出が必要である」が 44％、「一定程度創出されている」が 25％、「わからない/判断できない」

が 23％となった。 

   

 

＜「その他」の内容＞ 

・「良質で安定的な雇用」は一定程度創出されているが、求職者まで情報が行き届いていない。 

・雇用の「量」は足りていると考えられるが、「質」の良し悪しを定量的に示すデータを持ち合わ

せていないため判断が困難。 

 

  

② 25%

③ 44%

④ 6%

⑤ 23%

⑥ 2%

① 0%

（n=162）

①■十分に創出されている：「良質で安定

的な雇用」の創出について問題ない 

 

②■一定程度創出されている：「良質で安

定的な雇用」は一定程度創出されてお

り、大きな問題はない 

 

③■創出が必要である：「良質で安定的な

雇用」が不足しており、その創出は重

要である 

 

④■創出が非常に必要である：地域に「良

質で安定的な雇用」が著しく不足して

おり、その創出は非常に必要である 

 

⑤■わからない/判断できない 

 

⑥■その他 
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問４ 貴市町村における、雇用・人材関連の具体的な課題はどのようなものがありますか。 

    

「若年層の市町村内就職の促進」が 25％、「人材の誘致（UIJターン・移住促進・外国人材の誘致

や定着）」が 20％、「求人・求職のマッチング」が 14％、「事業者の経営力・付加価値向上・創業促進・

事業承継の円滑化」が 13％となった。 

 （n=162 複数回答） 

  

 ＜「その他」の内容＞ 

・慢性的に人材が不足している。 

・ラピダス社進出に伴う地価・家賃の高騰、単身世帯向けアパート等の不足により、労働者の住居

の確保が困難。 

・地域における魅力不足または魅力の発信不足。 

 

  

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

若年層の市町村内就職の促進

人材の誘致（UIJターン・移住促進・外国人材の誘致

や定着）

求人・求職のマッチング（人手不足の業種と求職者の

意向のミスマッチ）

事業者の経営力・付加価値向上・創業促進・事業承継

の円滑化

処遇の改善（労働時間・賃金・正社員化）

就業環境の整備（子育て・介護との両立、働き方改革

の推進、カスハラ対策）

企業誘致の推進・成長分野（再生可能エネルギー・半

導体関連産業等）への展開

労働参加の促進（女性・高齢者・障がい者・長期無業

者・氷河期世代などの社会参加）

地域課題に対応した人材の育成（職業訓練、リスキリ

ングへの対応）

北海道が優位性を持つ食・観光関連事業の振興

雇用のセーフティネットの整備（離職者の再就職支

援）

その他
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問５ 問４の課題に対して、今年度どのような施策を実施していますか。 

    

「UIJターン・移住促進（合同説明会、企業見学会、移住体験等）」が 11％、「創業・企業支援（起

業セミナー、創業資金支援、インキュベーション施設設置等）」が 11％、「中小企業の生産性向上・

経営力強化への支援（経営相談、設備導入補助、DX 導入等）」が 10％、「新規学卒者・若年層の地元

定着促進に向けた就職支援や情報発信（セミナー、相談会等）」が９％となった。 

（n=162 複数回答） 

 

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12%

UIJターン・移住促進（合同説明会、企業見学会、移住体

験等）

創業・企業支援（企業セミナー、創業資金支援、インキュ

ベーション施設設置等）

中小企業の生産性向上・経営力強化への支援（経営相談、

設備導入補助、DX導入等）

新規学卒者・若年層の地元定着促進に向けた就職支援や情

報発信（セミナー、相談会、マッチング等）

企業誘致活動（用地整備、補助金、企業訪問、プロモー

ション等）

事業承継支援（後継者マッチング、専門家派遣等）

求職者と求人企業のマッチング支援（合同説明会、スキル

研修会、就業体験等）

地場産業や地域企業の高付加価値化支援（専門家派遣、新

商品開発補助等）

地域産業の担い手確保に向けた人材育成・リスキリング支

援（資格取得補助、教育機関との連携）

食・観光関連コンテンツの開発・磨き上げ・プロモーショ

ン

外国人材の受入れ、定着支援（セミナー開催、補助金、住

宅支援等）

非正規雇用労働者の正規化への支援（補助金、専門家派遣

等）

女性・高齢者・障がい者・長期無業者・氷河期世代の就労

支援（セミナー、相談会、マッチング等）

離職者や無業者への再就職支援（職業訓練、就職相談会

等）

再生可能エネルギーの導入推進や半導体関連産業等のデジ

タル関連産業の集積促進

育児・介護と両立できる職場づくり支援（認定制度、補助

金、専門家派遣等）

多様で柔軟な働き方の導入支援（テレワーク導入補助、認

定制度等）

賃金・待遇改善や長時間労働の是正に関する支援（補助金、

専門家派遣等）

事業者のカスハラ対策支援（相談窓口設置、専門家派遣

等）

その他
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＜「その他」の内容＞ 

・沿線で包括して行っている説明会・セミナー等 

・地域おこし協力隊の雇用創出からの起業 

・若年者雇用促進助成金 

・求人情報の周知 

・企業情報紹介サイトによる情報発信 

・宇宙航空関連産業の集積促進 

・冬期雇用対策事業、町の定住促進事業と地元事業所の人材募集のリーフレットの作成、配 

 布 

・事業継承、資格取得等にかかる補助金 

・町内事業者に対する雇用・就労環境に関するアンケート 

・若者に対する住宅助成及び奨学金返還助成 

・事業者、雇用者に向けた補助金 

・季節労働者に係る通年雇用への促進 
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問６ 貴市町村がこれまで取り組んだ雇用・人材対策の成果を総合的に見てどのように評価してい

ますか。 

 

「概ね期待していたとおりの効果があった」が 45％、「どのような効果があったかわからない」が

40％、「期待を下回る効果であった」が９％となった。 

 

 

＜「その他」の内容＞ 

・一定の効果は出ているが、根本的な課題解決には至っていない。 

・各事業一定の効果はあるが、慢性化・深刻化した人手不足の解消にはさらなる取組が必要。 

・一定の効果は見込まれるものの、高齢化や人口減少を要因とする雇用・人材対策としては不十分

であると考えられる。 

・経営力強化による設備導入補助、事業継承支援について一定の実績が出ている。 

・移住定住に力を入れ、働き手につなげる取り組みを推進し成果を上げているが、働き手不足解消

の根本的な解決には至っていない。 

 

 

  

① 0%

② 45%

③ 9%

④ 40%

⑤ 6%

（n=162）

①■期待を上回る効果があった 

 

②■概ね期待していたとおりの効果があった 

 

③■期待を下回る効果があった 

 

④■どのような効果があったかわからない 

 

⑤■その他 
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問７ 問５の施策の実施にあたっての課題は何ですか。 

 

「施策を実施する体制が構築できない・職員が不足している」が 31％、「施策を実施するノウハウ

が不足している」が 29％、「施策を実施するための財源がない・不足している」が 27％となった。 

（n=162 複数回答） 

 

＜「その他」の内容＞ 

・より効果が高い施策の検討において行き詰まりを感じている。 

・施策実施体制は概ねできているが、職員が不足している。 

・市内企業向けにセミナーを実施しても、参加が少ない。 

・地域の魅力不足（合同企業説明会を開催しても学生が来てくれない）。 

・施策を効果的に周知できていない。 

 

  

0% 10% 20% 30%

施策を実施する体制が構築できない・職員が不足して

いる

施策を実施するノウハウが不足している

施策を実施するための財源がない・不足している

地域関係者の関心が低い

その他



 

 

10 

 

問８ 問５の施策を実施にあたり、国、北海道及びその他団体等の補助・交付金事業等を活用して

いますか。 

 

   「活用している」が 31％、「活用していない」が 69％となった。 

 

 

＜活用している補助・交付金事業等（主なもの）＞ 

 補助・交付金事業名 件数 割合 

国 

新しい地方経済・生活環境創生交付金（旧デジ田、地方創生交付

金を含む）【内閣府】 
18 31% 

地域雇用活性化推進事業【厚生労働省】 2 3% 

社会参加活躍支援等孤独・孤立対策推進交付金【内閣府】 2 3% 

通年雇用促進支援事業【厚生労働省】 2 3% 

道 
地域づくり総合交付金 11 19% 

UIJターン新規就業支援事業 10 17% 

団体等 いきいきふるさと推進事業助成金【北海道市町村振興協会】 3 5% 

 その他 11 19% 

回答数 59 ― 

 

    

  

① 31%

② 69%

（n=162）

①■活用している 

 

②■活用していない 
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問９ 地域の雇用・人材対策を実施するにあたり、国・道に期待することはどのようなことですか。 

 

   「事業実施のための補助金や交付金の整備・充実」が 43％、「雇用・人材対策に関する成功事例に

ついての情報提供」が 26％、「雇用・人材対策を実施する人材の派遣、人材の交流」が 18％となっ

た。 

（n=162 複数回答） 

 

＜「その他」の内容＞ 

・進学に伴って都市部に集中する若年層の地方への就職・移住支援 

・小規模自治体へのマンパワー不足への支援 

・対応する職員が不足しているため、国・道主催のセミナーや相談会を各町村に出張する形で実施

してほしい 

・柔軟な働き方を支援する制度の整備（優遇措置等） 

 

  

0% 20% 40%

事業実施のための補助金や交付金の整備・充実

雇用・人材対策に関する成功事例についての情報提供

雇用・人材対策を実施する人材の派遣、人材の交流

雇用・人材対策に関する職員研修の実施

その他
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問 10 自由記載（貴市町村における雇用・人材対策の現状、課題及び対策等についてお考えのこと

を記入してください） 

   

＜主な記載内容＞ 

・運輸、建設、福祉、保育、観光などで人手不足が深刻化している。 

・生産年齢人口が減少し、中長期的な労働力確保が難しい。 

・若年層への求人情報不足や雇用ミスマッチがあり、求職者不足や早期離職につながっている。 

・繁忙期と閑散期の差により季節雇用が多く、通年雇用が進まない。 

・製造業でパートや介護職の人材不足が続き、高齢者や外国人労働者に依存している。 

・合同説明会を開いても学生は札幌圏を希望し、市の認知度不足が人材確保の壁となっている。 

・農業、漁業は過酷かつ季節労働で希望者が少なく、人材確保が困難である。 

・町内説明会は高校生中心で一般求職者の参加が少なく、移住者支援を含めた対応が必要である。 

・外国人労働者の増加に伴い、失踪や差別、地域摩擦といった課題が生じている。 

・市は人材確保計画を策定し、庁内施策を共有、連携している。 

・外部委員による推進委員会を設置し、進捗管理を行っている。 

・北海道主催のセミナーは市内開催が多く、管内他自治体での開催を希望する。 

・雇用のミスマッチや早期離職の解消に向けた事業を実施している。 

・高校卒業生の地元就業や事業承継事例があり、継続的な支援を行っている。 

・若年層流出を抑えるため、奨学金返還支援事業や事業者への意識醸成を進めている。 


